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メンタルヘルスフィンランド



メンタルヘルスに特化した

世界最古の非政府組織

・１８９７年設立

・120年以上にわたってフィン

ランドに住むすべての人々の人

生の危機を乗り越えるのを支援

している

・約1５0人の専門家と3000人

を超えるボランティアによって

運営

・全国に５５の支部がある☛



ホルネマンさん

（心理士長）

「メンタルヘルスの問題

は、自分が当事者になる

と恥ずかしいと思ってし

まう。心の問題は恥ずか

しいことではないという

活動を行っている。」



メンタルヘルスフィンラン

ドの2つの柱

１、メンタルヘルスに関する向上・発展・

開発に携わること

２．予防（問題が起きる前になんとかす

る）

・危機的瞬間へのサポート

・深刻な問題を抱えている人のサポート

・ボランティア育成・トレーニング

・国への働きかけ

・資金の７０％は主に社会保険省から降

りている



サービスの中心にいるのは、

フィンランドに住んでいる人す

べて＝メンタルヘルスを必要

としている人たちを真ん中に

置く

正しい時に（必要な時に）必要

なサービスを受けられる＝早

い段階で関わることで、対象

が悪化して精神科的治療を必

要とするところまで持ってい

かないようにすること



ステージゼロ 誰でもアクセスでき
る

ステージ１ 専門家の助けが軽く入
る
ステージ２ 短い心理療法ですむ
（７回）
ステージ３ ２０回程度
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メンタルヘルスフィンランドが関わるステージ



ステージゼロ 誰でもアクセスでき
る＝医療に抵抗のある人のハード
ルを下げる

無料
匿名でもOK
紹介状不要
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２つの柱のうち

・メンタルヘルスの向上

・予防（問題が起きる前に

何とかする）



difficult situations
in life(人生の危機／ク
ライシス)とは

クライシステレフォン

クライシスカウンセリング
（２２カ所の地域で行われ
るサポート・面会）

クライシスチャット（ネット
上で行われるサポート）

ピアグループ



• クライシス テレフォン(Crisis Helpline):完全匿名性・ナンバーディスプレイなし

アクセス数416,500人 受けられたのは86,900件

・クライシス チャット（Chat） アクセス数11,000件/受けられたのは3,400件

・面会（Crisis Counselling） 年間14万件

コーディネートはヘルシンキの本部で実施

本部に連絡→地域のクライシスセンターに電話してアポ（ネット上での面接も含む）

直接地域のクライシスセンターに電話がかかることもあり

・ピアグループ（Group） Crisis worker（専門の職員）2名＋ピアグループで構成

＝同じような症状や経験をしている人で構成



• クライシス テレフォン(Crisis Helpline):完全匿名性・ナンバーディスプレイなし

アクセス数416,500件 受けられたのは86,900件





アクセス数11,000件/受けられたのは
3,400件



tukinet

Tukinet（ツキネット）

80以上のグループの

ネットワーク（日常の事

柄・家族や愛する人・自

殺・薬物乱用と依存症・

セクシュアリティーとジェ

ンダー・健康と病気など

多数）

メンタルヘルスフィンラ

ンドが情報をまとめてい

る



HPより抜粋

• 12～２９歳が対象

若者向けの
チャット



22カ所で行われている
コーディネートはヘルシンキ
の本部で実施
年間14万件

本部に連絡→地域のクライ
シスセンターに電話してアポ
（ネット上での面接も含む）

直接地域のクライシスセン
ターに電話がかかることも
あり



ピアグループ

＝同じような症状や経験をし

ている人のグループ

Crisis worker（専門の職

員）2名＋ピアグループで構成



HPより抜粋



Linity（=ASSIP attempt suicide short invention program）

について

• 新しいユニット

• すでに自殺を試みたことのある人たち

が対象

• メンタルヘルスフィンランドは治療が必

要のないステージゼロで関わるのが基

本。但しLinityだけは例外。治療と一緒

に取り組んでいる



ボランティアの育成について

• メンタルヘルスフィンランドによるプログラム

• 3５時間の研修と、研修後４回の実習。（その過程で自分はボランティアに向いているかどうか自

分でわかる）

（電話相談の一般的知識・電話の対応や受け答え・倫理的問題・クライシスとは何か・自分のセルフ

ケアなど）

• 月に1回ボランティアを対象としたSV。（放っておくとみな自分の苦しみになるので必ず1か月1

回はSVをうけるという仕組みがある）。

• それ以外に色々な集いや定期的な講座、練習など



啓発活動について

• この段階で予防できれば上にいかなくて

すむ

プール・家庭・就学前・小中高・ユースワー

ク・図書館・趣味・スポーツ・職場

例えばスポーツクラブで就学前に関わる人

たちや親に向けての啓発

精神医療

トラブルの防止
問題の早期発見・危機対応
敷居の低いサービスで提供

メンタルヘルスの構造



対象にあわせた
多数の教材

ネウボラ まずは親のサポート

就学前教育

年齢別



教材

就学前幼児向けのゲームやカード
上は大人向け 対象別に沢山の教材が作成されている



Mission

1日1日 その一つ一つがメンタルヘルスの強化になるんだということをみんなに

伝えていくこと

メンタルヘルスを意識して生活すると、それがあなたたちへのリソースになる



ケミ・クライシスセンターの報告

• 55の支部のうちクライシスセンターがあるのは22カ所。

• 電話、チャットにも関わっている

• 中央が決める基準あり：Crisis work,倫理的問題,ボランティアの質

ケミでクライシスセンターができたきっかけ・・もともと病院のハードルが高かった。メンタルヘルスに関して助けが
必要なのになかなか声に出せない。行政のニーズとして、わざわざ病院に受診する前に、もっと相談しやすい場所を
作りたいという。医療＋社会福祉＋行政が話し合って作られた。

クライシス センターの役割：予防＋啓発

人生におけるクライシス（難しい状況／クライシス）に遭遇した時にどうすれば予防ができるだろうか。どんなことで
もいいから話したいと思ったらきてください。



ケミのクライシスセンター
で行われていること

１．クライシスワーク 話をする（対面／一部リモート）

無料・医師の指示は必要なし・匿名でもOK

（相談者の年齢層は２９歳未満20％ 高齢者20％ 60％は仕事について
いる世代 最近は若年化している 特に若者が深刻化）（自分でアポを取る
人以外に。精神科病院・社会保険事務所・学校・産業医・警察などを経由して
紹介されてくる）

２．ボランティアの育成 クライシステレフォン（いのち
の電話対応）

３．啓発活動・自殺予防対策

専門家スタッフとボランティアで構成



申し込み

電話

メール（問い合わせフォームに記載してもらう）

2週間以内（実際には1週間以内）に何とかする

アポなしでくる場合も応対する

面談は個人で対応することもある

• 利用制限はないが短時間が基本。5回くらい。1回で終わる人も多い。だいたい3

回来ると大丈夫。最初は90分、以後は40～50分。短いと30分位。1日4人くら

いまで。

• 精神科のケアがあったほうがいいと思ったら、ケロプダス病院に電話。最初の３回

～4回くらいのミーティングに参加することもある



ケミのクライシスセンターで行われている
自殺予防対策について
linityワークのほかに

• 若者への支援を中心とした自殺予防対策本部（メ
ンタルヘルスフィンランド中央本部＋ケミクライシ
スセンター＋西ラップランド医療地区）

・自殺者数は減少しているが若者が増えている。

若い女性の自傷傾向が増加している

・支援者を対象に「自殺」のことで頭に浮かんでくる
ことを言葉にしようという研修 （２時間）

・自殺予防のコーディネート（各地域の社会福祉医
療エリアでコーディネートチームをつくる。ハンネレ
さんがラップランド地域の代表）

ハンネレさんと奈良のメンバー



一般社団法人kokko

奈良クライシスセンター

〒631-0817 

奈良市西大寺北町４丁目３－８

（近鉄大和西大寺駅より、

徒歩１０分）

narakokko.0827@gmail.com





オープンダイアローグ学習会in奈良 Since2017～



私の歩み
生まれは奈良県です 発掘が大好きで、好きが高じて明治大学史学地理学科で考古学を専攻したのですが、編年と土器のデッサンばかりであえなく挫折

だけど、人も組織の考え方も、起源にさかのぼってその歴史（物語）を知りたいという探求心？？だけは挫折を免れ今に至ります

１９９４年 賀茂精神医療センター（広島県）看護師として就職

２０００年 国立呉病院附属呉看護学校専任教員

２０１４年 奈良学園大学保健医療学部教員（精神看護学）

２０１５年 広島大学大学院総合科学研究科行動科学領域博士後期課程修了（博士：学術）

「新人看護師のリアリティショックに関する研究」

２０１６年 天理医療大学医療学部教員（精神看護学：閉校まで）

精神科病院のスーパー救急病棟で非常勤看護師 強制入院について改めて考える経験を日々重ねました

２０１７年 初フィンランド 病棟飲み会でのオープンダイアローグとの出会い 対話でよくなるってどういうことなんだろう？

当事者と学生の協働授業開催（閉校まで６年間続きました）

オープンダイアローグ学習会in奈良開催（２か月に１度ずつ。９月で３９回になりました）

2０23年 奈良学園大学大学院で専門看護師コースを担当 保健所などで精神保健相談業務に携わる

２０２４年 ８月２７日 一般社団法人kokko 奈良クライシスセンター立ち上げ


	日本にもクライシスセンターを～フィンランドからの報告～
	ノルディック�カンファレンス�
	メンタルヘルスフィンランド
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	対象
	対象
	２つの柱のうち��・メンタルヘルスの向上��・予防（問題が起きる前に��何とかする）����
	difficult situations�in life(人生の危機／クライシス)とは����クライシステレフォン��クライシスカウンセリング（２２カ所の地域で行われるサポート・面会）��クライシスチャット（ネット上で行われるサポート）��ピアグループ�
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	HPより抜粋
	スライド番号 18
	�ピアグループ
	スライド番号 20
	Linity（=ASSIP attempt suicide short invention program）�について
	ボランティアの育成について
	啓発活動について
	対象にあわせた�多数の教材
	教材
	スライド番号 26
	ケミ・クライシスセンターの報告
	ケミのクライシスセンターで行われていること
	スライド番号 29
	ケミのクライシスセンターで行われている�自殺予防対策について
	一般社団法人kokko��奈良クライシスセンター
	スライド番号 32
	オープンダイアローグ学習会in奈良
	私の歩み

